
『讀
余
隱
之
尊
孟
辯
』
に
見
え
る
朱
子

の
孟
子
不
尊
周

へ
の
對
應

近

藤

正

亅貝

一

緒

言

晦
庵
先
生
朱
文
公
集

(朱
子
文
集
)
卷

七
十
三
所
收

の
雜
著

『
讀
余
隱
之
奪
孟

辯
』

は
、

司
馬
光

(疑
孟
十
條
、
史
刻

一
條
)
李
覯

(常
語
十
七
條
)
鄭
厚

(藝
圃
折

衷
十
條
)
の
孟
子
批
剣
と
各
條
ご

と

の
余
隱
之
の
奪
孟
辯
を
採
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
論
に
對
し
て
朱
子
が
論
評
を
附
け
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
但
し
、
今
日
傳
え

ら
れ
る

『奪
孟
辯
』
と
い
う
書
物
に
は
書
誌
學
的
な
問
題
も
少
な
く
な
く
、
余
隱

之
と
い
う
人
物
も
傳
不
詳
で

「
隱
之
、
名
允
文
。
建
安
人
」
と
い
う
朱
子
の
標
注

の
外
に
そ
の
履
歴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
扱
う
朱
子
文
集
探
録

の
孟
子
批
剣
は
、
た
だ
ち
に
宋
代
の
誹
孟
運
動
の

全
體
を
總
括
す
る
も

の
と
は
斷
じ
え
な

い
が
、
少
な
く
と
も
余
隱
之
の
孟
子
辯
護

と
あ
わ
せ
見
る
こ
と
で
、
宋
代

の
誹
孟

・
奪
孟
兩
派

の
論
爭
點
の

一
端
を
窺
い
う

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
個
々
の
議
論
に
樹
す
る
朱
子
の
論
評
は
孟
子
七
篇

が
諸
子
か
ら
經
書
へ
と
昇
格
す
る
經
緯

を
考
え
る
上
で
の
參
考
と
な
る
ほ
か
、
朱

子
獨
自
の
奪
孟
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

批
鋼
の
概
要
と
隱
之
の
孟
子
辯
護
の
特
徴

司
馬
光

・
李
覯

・
鄭
厚

(以
下
、
誹
孟
派
三
者
と
も
稱
す
)
の
孟
子
批

剣

の
論
調

『
讀
余
隠
之
奪
孟
辯
』

に
見

え
る
朱
子

の
孟
子
不
奪
周

へ
の
芻
應

図

は
、
微
妙
に
趣
を
異
に
す
る
點
が
認
め
ら
れ
る
が
、
主
と
し
て
名
分
論

の
立
場
か

ら
孟
子
の
言
行
を
問
題
靦
し
、

い
わ
ゆ
る
孔
孟
之
道
の
實
在
を
疑
う
と
い
う
點
で

共
通
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
個
々
の
批
剣
文
は
い
わ
ば
孟
子
七
篇

の
非
を
箇

條
書
的
に
列
擧
す
る
も
の
が
大
牛
で
、
論
理
的
な
ま
と
ま
り
を
期
待
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
あ
る
が
、
叙
述

の
内
容
の
面
か
ら
大
略
吹
の
三
つ
の
類
型
に
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹

孟
子
思
想
の
内
容
的
方
面
か
ら
七
篇
中
の
具
體
的
言
行
が
孔
子
の
意
に
叛

く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
孟
子
が
孔
子
之
道
に
對
し
て
名
實
相
反
の

罪
を
犯
し
て
い
る
と
誹
る
も
の
。
こ
の
類
型
に
屬
す
る
批
到
の
具
體
的
事
例

は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
殊
に
重
點
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
出

處
進
退
に
お
け
る
禮
貌
至
上
主
義
及
び
孟
子
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
の
問
題

て
あ
る
。
孟
子
の
出
處
進
退
の
奪
大
さ
は
時
の
庸
君
定

・
哀
に
樹
す
る
聖
人

孔
子
の
臣
節
と
の
比
較
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
も

の
で
、
孟
子
が
周
王
室
を

蔑
し
て
諸
侯
に
天
子
と
な
る
こ
と
を
読
き
、
戰
國
亂
世

の
下
剋
上
に
根
據
を

與
え
た
と
す
る
非
難
と
と
も
に
、
君
臣
之
義
を
基
軸
と
し
た
も
の
と
な

っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

⑧

七
篇
の
叙
述
表
現
の
問
題
と
し
て
、
孟
子

の
言
読

・
諭
調
の
辛
辣
さ
を
過

激
狹
小
と
し
、
辯
論
術
的
詭
辯
性
と
そ
の
主
張
の
非
現
實
性

を
難
ず

る
も

一
〇

一
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の
。
こ
れ
は
主
に
告
子
と
の
性
に
關
す
ろ
論
爭
を
性
有
三
品
の
立
場
か
ら
論

駁
す
る
も
の
や
、
陳
仲
子

の
小
節

に
對
す
る
過
剩
な
攻
撃
、
滕
文
公
に
自
詭

を
主
張
す
る
際
の
功
利
主
義
的
傾
向
な
ど
を
難

ず

る
も

の
で
、

孟
子
の
論

法

・
叙
述
そ
れ
自
體
を
問
題
と
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

◎

考
證
的
な
立
場
か
ら
七
篇
所
載

の
歴
史
的
記
事
文

の
史

實
性

を
疑
う
も

の
。

こ
れ
は
主
に
七
篇
所
載

の
帝
舜
説
話

の
信
憑
性
と

「以
徳
行
仁
者
王
、

王
不
待
大
、
湯
以
七
十
里
、
文
王
以
百
里
」
(公
上
3
)
に
代
表
さ
れ
る
湯

・

文
の
故
事

の
眞
實
性
が
中
心
的
テ
ー
マ
と
な

っ
て
お
り
、
孟
子
は
詩

・
書
に

長
じ
て
い
た
と
い
う
司
馬
邉
以
來

の
評
價
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

全
般
的
傾
向
と
し
て
、
⑧
◎
は
七
篇
の
記
事
文
の
叙
述
そ
の
も
の
を
直
接
取
り
扱

う
點
で
共
通
し
て
い
る
が
、
㈹
は
常
に
孔
子
と
い
う
窓
越
し
に
孟
子
の
言
行
や
思

想
を
吟
味
す
る
も
の
で
、
批
剣
す
る
側

の
靦
點
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
㈲
と

⑧
⑥
と
の
問
に
は
質
的
な
相
蓮
が
あ
る
と
考
え

ら
れ

る
。
『
讀
余
隱
之
尊
孟
辯
』

に
採
録
さ
れ
た
孟
子
批
剣
は
、
別
表
に
見
る
よ
う
に
、
數
の
上
か
ら
も
㈹
に
屬
す

る
も

の
が
中
核
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
君
臣
之
義
を
基
軸
と

し
た
孟
子
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
の
問
題
は
、
程

・
朱
以
前
に
あ

っ
て
は
仁
義

・

王
道
を
以
て
七
篇
貫
通

の
主
題
と
見
る
風
潮
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
孟

別

表

一
〇
二

子
思
想

の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

孟
子

の
王
道
論
に
お
け
る
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子

・
君
臣
關
係

・
革
命
是
認
等

の
問
題
は
、
こ
こ
で
扱
う
司
馬
光

・
李
覯

・
鄭
厚
の
三
者
に
限
ら
ず
、
常
に
誹
孟

の
中
心
的
テ
ー
マ
と
し
て
引
き
合
い
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
如
何
に
樹
應
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
奪
孟
の
側
に
と

っ
て
も
避
く
可
か
ら
ざ

る
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
そ
こ
で
、
孟
子
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
の

問
題
を
中
心
に
㈹
に
屬
す
る
批
剣
を
見
て
い
く
と
、
誹
孟
派
三
者
に
共
通
し
た
孟

子
批
剣

の
論
理
と
で
も
い
う
べ
き
特
徴
が
歸
納
さ
れ
る
。
そ
の
第

一
點
は
、
前
述

の
よ
う
に
孔
子
と
い
う
窓
越
し
に
孟
子
の
言
行
を
吟
味
す
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
孔
子
の
言
行
を
絶
獨
的
な
尺
度
と
し
て
、
六
經
及
ひ
論
語
に
依
擦
し
な
が
ら

孟
子
の
言
行
が
孔
子
之
道
に
相
反
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
と

極

め

つ
け

る
方
法

は
、
儒
家
思
想
の
枠
組
み
の
中
で
は
頗
る
常
套
的
手
段
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、

「
述
仲
尼
之
意
、
作
孟
子
七
篇
」
(史
記
孟
軻
列
傳
)
と

い
う
定
見
を
覆
す
に
は
効

果
的
か

つ
必
須
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
儒
家
思
想
に
あ

っ
て
は
、
孔
子
の
言
行
は

全
て
に
封
す
る
規
範
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
こ
で
の
場
合
の
孔
子
之
道

と
は
、
春
秋
之
筆
法
に
託
さ
れ
た
奪
周
と
君
臣
之
義
を
正
す
こ
と
と
に
集
約
し
う

る
。大
哉
、
孔
子
作
春
秋
也
。
援
周
室
於
千
傚
之
壑
、
使
天
下
昭
然
知
無
二
王
。
・

○O

孟

子

批

剣

の

要

點

該

當

箇

條

主

な

批

剣

獨

象

章

句

孟
子
の
出
處進

退
に
お
け
る
禮貌

至
上
主義

と
奪
大
な姿

勢

疑
上
3

疑
下
3

折衷

1

折衷

9

公
下
2

萬
下
5

告下

14

公下

11公下12

齊
の

伐燕

を
默認

肯
定
す
る
こ
と
の
不
仁

疑
上
4

折
衷
1

折衷

4

梁下

10

梁
下
11

公下

8

公下

9

孟
子
の
言
説
は
君
臣
之

鼕
蔑
し
下剋

上
を
正
當
化
す
る
も
の

一

疑
下
2

常
上
・

常下

6

折衷

4
一

萬下

9

公
上
1

公下

8



○○③⑥働の侵

仁
義
・
王
道
の
説
は
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
で
あ
り
、
孔
子
之
道
に
飯
く
も
の

孟
子
が
否
定
す
る
桓
公

・
管
仲
及
び
五
霸
こ
そ
奪
王
の
功
臣

湯

・
武
放
伐
論
の
吹
聽
と
革
命
是
認
は
肯
首
し
が
た
い

父
子
間
不
責
善
は
不
慈
不
孝
の
す
す
め
で
あ
る

伯
夷

・
柳
下
恵
へ
の
孟
子
の
評
價
は
孔
子
と
相
反
す
る

盡
信
書
則
不
如
無
書
の
發
言
は
孔
子
不
信
の
語

行
仁
義
而
得
天
下
の
説
の
功
利
主
義
と
現
實
性
の
缺
如

陳
仲
子
の
小
節
に
樹
す
る
過
激
狹
小
な
攻
撃

異
端
排
撃
に
關
す
る
偏
執
と
狹
小

孟
子
の
遏
剰
な
辨
術
と
場
當
り
的
な
議
論

性
に
關
す
る
告
子
と
の
論
爭
の
鼬
辨
性

七
篇
所
載
の
帝
舜
読
話
及
び
湯
・
文
の
故
事
の
史
實
性

黼
監

輕
炳
霾
%
礬
"

疑
下
4

常
上
3

常
上
7

折
衷
1

常
上
4

常
下
7

折
衷
1

疑
上
5

疑
上
1

常
下
1

常
下
6

折
衷
3

疑
上
2

折
衷

10

疑
下
1

折
衷
5

折
衷
6

告

下
17

公
上

1

梁
下

5

公
下
8

梁
下

7

公
上

1

公

上
3

梁
下

8

離
下

20

離
上
18

公
上
2

公
上
9

盡
下
3

梁
下

14

滕
下

10

告
上
3

滕
下
8

萬
下
4

疑
上
6

疑
下
1

告
上
2

告
上
3

鞣

舗
醸
耳

(鞨

7
常
下
2

孟
子
の
言
う
王
者
と
は
實
質
的
に
霸
者
を
意
味
す
る

折
衷
7

聖
人
文
武
並
用
の
ゆ
え
に
孟
子
七
篇
を
退
け
孫
子
十
三
篇
を
貴
と
せ
よ

「
折
衷
8

盡

上
35

萬

上
2

萬
上
5

萬

上
7

公

上
3

離
下

20

萬
上
6

盡
上

13

㈲
の
0
印
は
不
尊
周
に
關
連
し
た
抵
剣
で
あ
る
。
右
別
表
及
び
本
文
引
用
語
句
の
う
ち

『讀
余
隱
之
尊
孟
辨
』
か
ら
の
も
の
は
、
該
當
箇
條
を
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。
な
お
、
疑

孟
・
常
語
は
上
下
に
分
け
て
部
立
て
さ
れ
て
い
る
。

疑
孟
上
第

一
條
4
疑
上
1

常
語
下
第

一
條
へ
の
隱
之
の
孟
子
辯
謹
↓
常
下
1
辨

折
衷
第

一
條
の
議
論
に
樹
す
る
朱
子
の
論
評
↓
折
衷
1
朱

主
な
批
剣
對
象
章
句
は
、
批
剣
文
に
引
用
さ
れ
た
も
の
に
限
り
引
用
順
に
重
複
を
避
け
て
配
列
し
た
。
ま
た
、
孟
子
思
想
の
全
體
を
踏
ま
え
た
も
の
や
複
數
の
章
句
に
わ
た
る
孟
子

の
言
説
を
要
約
し
て
批
剣
す
る
も
の
は
敢
え
て
記
入
し
な
か
っ
た
。
別
表
の
主
な
批
剣
羇
象
章
句
に
つ
い
て
は
、
孟
子
集
注
の
朱
子
の
章
句
分
け
に
よ
り
該
當
章
句
を
次
の
よ
う
に

略
記
し
た
。

梁
惠
王
章
句
上
第

一
章
↓
梁
上
1

公
孫
丑
章
句
下
第
二
章
↓
公
下
2

『
饋
余
隠
之
奪
孟
辯
』

に
見
え
る
朱

子
の
孟
子

不
奪

周

へ
の
蜀
應

一
〇
三
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…
微
孔
子
則
春
秋
不
作
、
微
春
秋
則
京
師
不
尊
。
爲
人
臣
、

不

當
如
是

哉
。

(常
上
6
)

と
い
う
李
覯
の
認
識
は
他
の
二
者
に
も
共
通
す
る
も
の
で
、
孔
子
之
道
は
郎
ち
君

臣
之
義
を
正
し
衰
周
を
救
う
こ
と
で
あ

る
と
い
う
固
定
的
な
觀
念
の
演
繹
に
よ

っ

て
孟
子
の
言
行
を
檢
討
し
、
「
名
學
孔
子
、
而
實
偕
之
者
」
(常
上
-
)
と
し
て
の
孟

子

の
罪
状
を
列
擧
す
る
の
で
あ
る
。
王
道
論
に
並
ぶ
七
篇
の
主
題
と
目
さ
れ
る
仁

義
読
も
、

こ
こ
で
は
天
下
簒
奪
の
具
で
あ
り

「
孫
呉
之
智
、
蘇
張
之
詐
、
孟
子
之

仁
義
、
其
原
不
同
、
其
所
以
亂
天
下
、

一
也
」
(同
上
)
と
糾
彈
さ
れ
る
。
第

二
點

は
、
春
秋
戰
國
時
代
に
關
す
る
歴
史
的
認
識
の
問
題
で
あ
る
。
孟
子
の
時
代
に
お

け
る
周
王
朝

の
存
在
に
つ
い
て
、
最
も
ま
と
ま

っ
た
見
解
を
邇
べ
て
い
る
の
も
李

覯
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は

「
孟
子
當
周
顯
王
時
。
其
後

爾

且
百
年
、
而
秦
井

之
」
(常
上
2
)
「
夫
周
顯
王
未
聞
有
惡
行

、特
微
弱
爾
」
(常
上
5
)
と
い
う
二
項
に

要
約
さ
れ
る
。
李
覯
に
よ
れ
ば
、
孟
子

の
時
代
に
周
室

の
力
が
衰
え
て
い
た
の
は

盛
衰
循
環

の
原
理
に
よ
る
の
で
あ
り

「
聖
王
之
後
、
不
能
無
昏
亂
」
(常
下
8
)
と

い
う
當
然

の
結
果
に
他
な
ら
ず
、
天
が
王
朝
を
廢
す
る
の
は
必
す
桀

・
紂

の
如
き

暴
君
が
出
現
し
た
時
に
限
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
點
で
孟
子

の
時
代
に
周
室
廢
絶

の

要
素
は
何

一
つ
認
め
ら
れ
な
い
、
衰
微
な
れ
ば

こ
そ
却

っ
て
周
室
を
守
り
立
て
る

の
が
道
で
あ
り
、
た
た
單
に
微
弱
と
い
う
こ
と
だ
け
で
周
王
朝
を
蔑
し
諸
侯
に
天
㈲

子
と
な
る
こ
と
を
詭
く
の
は
道
義
に
悖

る
こ
と
甚
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

李
覯
の
み
な
ら
ず
、
誹
孟
派

の
認
識
で
は
、
孔

・
孟
の
時
代
の
差
は
周
室

の
衰
微

の
程
度
の
差
に
他
な
ら
ず
、
能
く
周
室

を
援
け
て
天
下
に
道
を
闡
明
す
る
者
が
あ

ω

れ
ば
、
王
朝
の
中
興
も
可
能
な
歴
史
的

情
況
に
か
わ
り
な
か
っ
た
譯
で
、
孔
子
之

道
を
表
看
板
に
掲
げ
て
そ
の
實
は
時
勢

に
阿
り
、
我
身

一
身
の
利
祿
を
求
め
て
道

を
曲
げ
、
天
下
積
亂

の
も
と
を
作

っ
た
孟
子
の
言
行
は
、
似
而
非
の
最
た
る
者
に

他
な
ら
な
い
。
前
述

の
よ
う
に
、
「孔
子
之
道
、
君
君
臣
臣
也
。

孟
子
之
道
、

人

一
〇

四

皆
可
以
爲
君
也
」
(常
上
1
)
と
い
う
前
提
か
ら
、
孟
子
の
主
張
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る

"仁
義
"
す
ら
も
戰
國
諸
子
の
櫨
謀
術
數
と
同
列
の
天
下
壊
亂
の
元
凶
で

あ
り
、
簒
奪

の
器
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
剣
斷
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
公
孫

丑
下
第
八
章
て
、
孟
子
が
沈
同
に
約
燕
以
王
制
を
読
く
事
實
よ
り
す
れ
ば
、
孟
子

は
周
王
朝

の
存
在
を
熟
知
し
た
上
で
、
諸
侯
に
天
子
と
な
る
道
を
遊
説
し
革
命
と

下
剋
上
を
節
度
な
く
吹
聽
し
て
ま
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
は
子
が
病
父
を
見

殺
し
す
る
よ
う
な
殘
忍
な
行
爲
で
あ
り
、
口
舌
を
以

て
利
祿
を
求
め
る
賊
心
に
よ

る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
誹
孟
派
の
主
張
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
見
解
の
も
と
で
、
司
馬
光
は
各
論
的
に
孟
子

の
言
行
が
孔
子

の
意
思
に
叛
く
こ

と
を
指
摘
し
、
李
覯
は
韓
愈
の

『原
道
』

に
反

駁

し

て

「孔
子
死
、
不
得
其
傳

矣
」
(常
上
-
)
と
言
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
鄭
厚
に
至

っ
て
は
い
わ
ゆ

る
孔
孟
之
道
を
否
定
す
る
あ
ま
り

「從
漢
儒
日
孔
墨
」
(折
衷
2
)
と
さ
え
斷
し
て

い
る
。
誹
孟
派
三
者
が
孔
子
之
道
に
叛
く
も
の
と
し
て
擧
げ
る
孟
子

の
言
行
は
、
別
表

に
見
る
よ
う
に
多
方
面
に
わ
た
り
、
前
聖
未
發

の
所
と
稱
さ
れ
る
内
面
的
な
問
題

の
外
は
、
七
篇
の
主
要
な
圭
張
が
批
剣
の
對
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
多
く
の
場
合
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
固
定
的
な
觀
念
と
し
て
の
孔
子
之
道

と
の
比
較
に
よ
っ
て
そ
の
非
を
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
固
定
的
觀
念
に
拘
泥
す
る

限
り
、
批
剣
者
の
観
野
に
は
歴
史
的
情
況
の
批
剣
を
踏
ま
え
た
客
觀
性
が
缺
如
せ

ざ
る
を
え
な
い
の
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
孔
子
の
言
行
を
唯

一
絶
野
の
尺
度

と
し
て
用
い
な
が
ら
、
時
と
し
て
聖
人

の
上
に
天
子
を
戴
く
よ
う
な
意
識
が
窺
わ

れ
る
の
も
事
實
で
、
「
孟
軻
非
周
民
乎
。
履
周
之
地
、

食
周
之
粟
、

常
有
無
周
之

心
。
學
仲
尼
而
叛
之
者
也
」
(折
衷
2
)
「軻
誦
仁
義
、

實
仁
義
者
也
。

安
得
爲
仲

尼
之
徒
歟
。
嵯
夫
、
孔
子
生
而
周
奪
、
孟
軻
生
而
周
絶
」
(同
上
)
と
い
っ
た
鄭
厚

の
語
は
、
後
述
す
る
陽
貨
篇
公
山
弗
擾
章
の
解
釋
と
も
ど
も
誹
孟
を
孔
子
に
言
寄



せ
る
あ
ま
り
の
逸
睨
感
を
拭

い
去
れ
な

い
。
誹
孟
派
三
者
の
中
で
最
も
論
調
穩
便

な
司
馬
光
が
、
孟
子
の
出
處
進
退
に
關
す
る
言
行
と
公
孫
丑
下
第
二
章
に
見
え
る

齊
王
へ
の
蜀
應
と
に
か
か
わ

っ
て

「
後
之
人
、
挾
其
有
以
驕
其
君
、
無
所
事
而
貪

祿
位
者
、
皆
援
孟
子
自
況
」
(疑
上
3
)
と
難
じ
、
萬
章

下
第

九
章

の

「
同
姓
之

卿
、
君
有
大
過
則
諌
、
反
覆
之
而
不
聽
則
易
位
」
を

「
使
後
世
有
貴
戚
之
臣
、
諌

其
君
而
不
聽
、
途
廢
之
而
代
之
日
、
吾
用
孟
子
之
言
也
、
非
簒
也
、
義
也
、
其
可

乎
。…
…
孟
子
之
言
、
不
足
以
格
驕
君
之
非
、
而
適
足
以
爲
簒
亂
之
資
也
」
(疑
下
2
)

と
批
剣
し
て
い
る
の
も
、
彼

の
政
治
的

立
場
の
投
影
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
て

㈲

あ

る
。

次
に
余
隱
之
の
孟
子
辯
護

の
方
法
で
あ
る
が
、
最
も
顯
著
な
こ
と
は
孔
子
を
楯

に
し
た
批
剣
に
樹
し
て
孔
子

の
言
行
に
よ
る
孟
子
の
正
當
化
を
行
う
傾
向
を
有
す

る
點
で
あ
る
。
殊
に
㈲
に
屬
す
る
批
剣

へ
の
反
論
は
、
孔
孟

一
致
の
前
提
の
も
と

て
、
飽
く
ま
で
も
孟
子

の
言
行

の
眞
意

は
孔
子
の
本
意
に
沼

っ
た
も
の
と
い
う
觀

點
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
誹
孟
派
三
者
と
擦
り
立

つ
所
を
同
じ
く
し
、
正
反
鞠

の

結
論
を
目
指
そ
う
と
す
る
の
が
余
隱
之

の
孟
子
辯
護
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
と
言
え

る
。
例
え
ば
、
隱
之
は
出
處
進
退
の
問
題
に
樹
し
て

「
(孟
子
)
未
嘗
或
戻
於
吾
孔

子
之
所
行
」
(疑
下
3
辯
)
と
い
う
結
論
を
導
く
た
め
に
、
萬
章
上
第
八
章
の

「孔

子
進
以
禮
、
退
以
義
。
得
之
不
得
、
日
有
命
」
を
證
左
と
し
て
進
退
に
禮
貌

の
有

㈲

無
を
第

一
義
と
す
る
の
は
孔
孟

一
致
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
公
孫
丑
下

第
二
章

(孟
子
將
朝
王
章
)
で
の
齊
宣
王
に
樹
す
る
孟
子
の
態
度
に
つ
い
て
、
司
馬

光
か

「
孔
子
聖
人
也
。
定

・
哀
庸
君
也
。
然
定

・
哀
召
孔
子
、
孔

子

不
俟

駕

而

行
。
過
位
、
色
勃
如
也
、
足
躍
如
也
。
過
虚
位
、
且
不
敢
不
恭
、
況
召
之
有
不
往

而
他
適
乎
」
(疑
上
3
)
と
述
べ
、
更
に
周
公
の
幼
君
成
王
に
對
す
る
故
事
を
引
き

合
い
に
し
て
孟
子
の
行
爲
を
詰
る

の
に

樹

し

て
、

隱
之
は
禮
記
學
記
篇
の
一
節

『
磧
余
隠
之
奪
孟
辯
』
に
見

え
る
朱
子

の
孟
子

不
奪

周

へ
の
對
應

「
君
之
所
不
臣
於
其
臣
者
二
、
而
師
處
其

一
。
奪
師
之
禮
、
詔
於
天
子
無
北
面
」

を
引
用
し
齊
宣
王
へ
の
孟
子
の
封
應
こ
そ
孔
子
の
歡
え
を
體
現
す
る
も
の
だ
と
反

論
し
て
い
る
。
他
に
も
梁
恵
王
下
第
五
章
で
齊
宣
王
に

「
夫
明
堂
者
、
王
者
之
堂

也
。
王
欲
行
王
政
、
則
勿
毀
之
矣
」
と
説
く
孟
子

の
語
は
天
下
を
虎
親
す
る
も
の

だ
と
い
う
李
覯

の
指
摘

(常
下
9
)
に
は
、
八
倫
篇
で
孔
子
が
告
朔
之
瞭
羊
を
去
ら

な
か

っ
た
の
と
同
し
心
で
あ
る
と
反
論
し
、
孟
子
の
齊
で
の
去
就
を
市
井
販
婦
の

魚
鹽
果
菜
を
行
鬻
す
る
姿
に
た
と
え
、
三
宿
出
晝
の
濡
滞
を
詰
る
鄭
厚

(折
衷
-
.

9
)
に
は
、
孔
子
も

「沽
之
哉
、
沽
之
哉
。
我
待
賈
者
也
」
(子
罕
篇
第
十
二
章
)
と

言
い
、
孟
子
同
然
に
よ
り
高
く
我
身
を
售
ら
ん
と
し
て
お
り
、
三
宿
出
晝
の
こ
と

も
孔
子
去
魯
の
濡
滯
と
同
し
心
だ
と
読
く
な
ど
、
大
略
㈲
に
屬
す
る
批
剣

の
全
體

に
孟
孔

一
致
の
原
則
を
あ
て
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。
誹
孟
派
の
孔
子
之
道
即
春

秋
之
筆
法
と
い
う
前
提
に
對
し
て
も
、
余
隱
之
は
孟
子
之
言
印
春
秋
之
遺
意
と
い

う
觀
點
か
ら
樹
抗
し
同
樣

の
思
辯
の
型
を
示
し
て
い
る
。
例
え
は
、
孔
子
は
春
秋

の
中
で
君
臣
之
義
を
正
し
な
が
ら
肚
稷
の
墟
と
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
變
を
是
認

し
て
い
る
と
斷
し
て
、
司
馬
光
が
下
剋
上
に
根
據
を
與
え
る
と

し
て
痛
罵

し
た

「同
姓
之
卿
、
君
有
大
過
則
諌
、
反
覆
之
而
不
聽
則
易
位
」
の
語

こ
そ
春
秋
之
筆

法
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
と
規
定
し
て
い
る
の
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
㈱
に
屬
す
る
批
剣
に
…對
す
る
余
隱
之

の
孟
子
辯
護
は
、
飽
く
ま
て

孔
孟

一
致

の
原
則
を
貫
く
こ
と
で
孟
子
思
想
の
正
統
性
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
も

の
と
規
定
し
う
る
が
、
誹
孟

の
最
も
根
本
的
か
つ
重
點
的
テ
ー
マ
て
あ
る
孟
子
不

尊
周
勸
諸
侯
爲
天
子
の
問
題
に
は
、
な
お

一
暦
こ
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る

と
言

っ
て
よ
い
。
春
秋
戰
國
時
代

の
周
室
に
獨
す
る
隱
之
の
認
識
は

「自
罕
王
以

東
、
周
徳
不
競
、
爲
天
子
者
、
雖
無
驕
侈
殘
暴
之
事
、
然
不
能
振
皇
綱
、
擁
虚
位

而
己
」
(折
衷
2
辯
)
と
い
う
も
の
て
、
孟
子

の
時
周
室
獪
存

す
、

と
い
う
點

て

は
、
李
覯
ら
と
ほ
ぼ
共
通
し
た
見
方
と

い

っ
て
よ

い
。

た
だ
隱
之
が
導
く
結
論

一
〇

五



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
三
集

は
、
誹
孟
派
と
正
反
封
に
、
孔
子

の
時
代
に
し
て
既
に
王
事
を
逹
す
る
力
量
を
喪

失
し
、
孔
子
も
見
切
り
を
つ
け
た
衰
周

を
百
餘
年
後
の
孟
子
に
救
え
る
筈
が
な
い

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

王
者
之
迹
熄
、
而
詩
亡
。
詩
亡
、
然
後
春
秋
作
。
則
知
王
者
之
賞
罰
不
行
乎
天

下
、
而
自
列
於
侯
邦
也
。
周
之
衰
微
、
久
矣
。
(常
上
5
辯
)

春
秋
之
時
、
周
室
衰
微
、
天
王
不
能
自
立
、
以
至
下
堂
而
見
諸
侯
。
當
是
時
、

徒
擁
其
虚
位
爾
。
・

孟
子
距
孔
子
之
時
、
又
百
有
餘
歳
、
則
周
之
微
弱
、
可

知
矣
。
(常
上
6
辯
)

右
は
隱
之
の
時
代
認
識
を
要
約
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
孔
子
作
春
秋
の
意
圖
を
衰

周
救
濟
に
あ
り
と
す
る
誹
孟
派
に
樹
し
て
、
天
下
に
義
圭
な
き
が
た
め
と
規
定
す

る
の
が
隱
之
の
立
場

で
あ

る
。
「
孔
子
歴
聘
七
十
二
君
、
未
嘗

一
言
読
其
君
率
諸

侯
而
奪
周
。
以
力
假
仁
霸
者
事
、
孔
子

不
肯
爲
也
。
而
所
以
作
春
秋
者
、
爲
天
下

之
無
主
也
」
(折
衷
2
辯
)
と
い
う
隱
之

の
主
張
は
論
語
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
孔
子
す
ら
已
に
久
し
く
天
子

た
る
實
質
を
失

っ
た
周
室
を
尊
べ
と
説
い

て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
孟
子
が
奪
周
を
親
か
な
い
の
は
道
理
で
あ
る
と
い
う

論
理
に
展
開
し
、
不
奪
周
も
ま
た
孔
孟

一
致
の
所
爲
と
い
う
結
論
に
歸
着
す
る
の

で
あ
る
。
余
隱
之
に
よ
れ
ば
、
春
秋
之
筆
法
に
明
示
さ
れ
て
い
る
孔
子
の
奪
王
思

想
と
は
、
人
之
大
倫
と
し
て
の
君
臣
之
義
を
闡
明
し
、
天
下
之
名
分
を
正
し
て
王

制
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
下
の
衰
周
に
拘
泥
し
た
狹
い
意

も

も

も

味
で
は
な
い
、
七
十
二
君
に
羇
し
て
奪
衰
周
を
徒
ら
に
説
け
ば
、
逆
に
周
室
の
減

亡
を
促
す
結
果
に
な
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
の
て
、
七
十
二
君
に
封
し
て
直
接

㈲

に
奪
周
を
説
か
な
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も

も

も

ヤ

で

カ

こ
の
よ
う
な
余
隱
之

の
孔
子
不
説
奪

周
の
主
張
は
、
論
語
の
解
釋
を
め
ぐ
る
議

論
の
中
に
よ
り
具
體
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の

一
は
、
陽
貨
篇
公
山
弗
擾

章
の
孔
子
の
語

「如
用
我
者
、
吾
其
爲
東
周
乎
」

で
あ

る
。

鄭
厚

が

「春
秋
書

一
〇
六

王
、
存
周
也
。
如
用
我
者
、
吾
其
爲
東
周
乎
。
此
仲
尼
之
本
心
也
」
(折
衷
2
)
と

述
べ
、
下
文
に
東
周
が
時
の
周
室
の
こ
と
で
あ
り
、
靈
王
を
佐
命
せ
ん
と
す
る
の

が
孔
子

の
本
意
て
あ
る
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
の
に
樹
し
て
、
隱
之
は
乎
が

疑
詞
で
あ
る
か
ら

「
吾

ハ
其

レ
東
周
ヲ
オ
サ
メ
ン
ヤ
」
と
訓
む
べ
き
て
、
孔
子
が

王
朝
と
し
て
の
實
質
を
失

っ
た
周
に
見
切
り
を

つ
け
た
も
の
と
反
論
し
、
孔
子
は

新
王
朝

の
出
現
を
期
待
し
て
い
た
に
違

い
な
い
と
斷
言
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に

對
し
て
、
朱
子
は
後
世
の
歴
史
家
の
如
く
、
孔
子
が
西
周
に
鞠
す
る
東
周
と
い
う

語
を
用

い
た
か
ど
う
か
に
疑
問
を
殘
し
、
東
周
を
文

・
武

・
周
公
以
來
の
周
の
道

を
東
方
に
興
す
意
と
解
し
て

「
謂
欲
説
弗
擾
以
王
道
、
則
非
孔
子
之
心
也
。
降
黍

離
作
春
秋
、
不
知
果
有
繼
周
之
意
否
。」
と
述

べ
、

孔
子
が
具
體
的
に
新
王
朝

の

出
現
を
期
待
し
て
い
た
と
い
う
隱
之
の
意
見
を
退
け
て
い
る
。
そ
の
二
は
、
憲
問

篇
桓
公
殺
公
子
糾
章

の
孔
子

の
語

「
桓
公
九
合
諸
侯
不
以
兵
車
、
管
仲
之
力
也
。

如
其
仁
、
如
其
仁
」

の
訓
詁
と
、
管
仲
及
ひ
五
霸

の
評
價
に
關
す

る
も

の
て
、

「
五
霸
率
諸
侯
事
天
子
、
孟
子
勸
諸
侯
爲
天
子
。
苟
有
人
性
者
、
必
知
其
逆
順
耳

矣
」
(常
上
2
)
と
い
う
觀
點
に
立

つ
李
覯
が

「
如
其
仁
」
を
管
仲

の
功
績
を
無
條

件
に
賞
し
た
語
と
見
做
す
の
に
樹
し
て
、
隱
之
は

「其

ノ
仁

ニ
ン
カ
ン
ヤ
」
で
は

な
く

「其

レ
仁
ヲ
イ
カ
ン
セ
ン
」
と
訓
む
ぺ
き
て
、
孔
子
は
管
仲
の
功
烈
を
無
覗

し
て
い
な
い
が
、
仁
と
稱
す
る
に
は
値
し
な
い
と
評
し
て
い
る
の
だ
、
と
反
論
し

て
い
る
。
管
仲
及
び
五
霸

の
所
業
は
、
孟
子
に
よ

っ
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
さ
れ

る
が
、
誹
孟
派
は
孔
子
之
道

H
春
秋
之
筆
法
11
尊
周
と
い
う
圖
式
か
ら
、
敢
え
て

ほ
ぼ
絶
贊
に
近
い
評
價
を
與
え
て
い
る
。
例
え
は
、
司
馬
光
は
五
霸
と
堯

・
舜

・

湯

・
武

の
相
違
は
仁
義

の
大
小
高
下
遠
近
多
寡
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
(疑
下
4
)
と

斷
し
、
鄭
厚
は

「
仲
尼
之
徒
、
無
道
桓
文
之
事
者
」
と
し
て
そ
の
功
業
を
無
靦
し

た
こ
と
を
孟
子
の
罪
の
第

一
に
あ
げ
て
い
る

(折
衷
-
)。
李
覯
が

「
桓
公

・
管
仲

之
於
周
、
救
父
租
也
」
(常
上
3
)
「
使
齊
桓
有
終
、

管
仲
能
不
侈
、

則
文
王

・
太



公
何
悪
哉
」
(常
上
7
)
と
述
べ
、
深
く
君
臣
之
禮
を
知
る
齊
桓
の
美
徳
を
、
孔
子

が
春
秋
を
作

っ
た
業
績
に
比
肩
さ
せ
て
い
る

(常
上
6
)
の
に
獨

し
て
、

隱
之
が

「孔
子
謂
管
仲
如
其
仁
、
言
仲
之
似
仁
而
非
仁
也
」
(常
上
3
辯
)
と
反
論
す
菌
の
ゆ

は
、
孟
子
の
五
霸
否
定
の
線
上
て
孔
子

の
立
場
を
読
明
し
た
も

の
と
言
い
う
る
。

こ
の
他
に
も
、
例
え
ば
微
子
篇
首
章

の

「
孔
子
日
、
殷
有
三
仁
焉
」
を
め
ぐ
り
自

⑳

説
補
強
の
我
田
引
水
的
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
も
誹
孟
派
が
自
説
を
孔

子
に
假
託
し
て
い
る
の
と
同
次
元
で
、
隱
之
は
孔
子
の
言
行
を
孟
子

に
引
き

寄

せ
、
孟
子
の
言
説
を
孔
子
に
語
ら
せ
る
よ
う
な
方
法
を
講
じ
、
誹
孟
派
同
樣
と
も

い
う
べ
き
孔
子
に
よ
る
孟
子
思
想
の
正
當
化
を
果
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
余
隱
之
の
孟
子
辯
護

の
方
法
は
、
原
理
的
に
は
誹
孟
派
三
者

の
論
理
展
開
と
同
質

で
あ
り
、
結
論

の
方
向
然
正
反
野
に
な

っ
て
い
る
も
の
と
見

て
よ
い
。

逮
戰
國
時
、
周
室
衰
微
、
抑
又
甚
矣
。
孟
子
則
學
孔
子
者
也
。
譴
肯
效
管
仲
假

仁
而
圖
霸
。
(折
衷
2
辯
)

若
管
仲
之
功
可
爲
、
孔
子
爲
之
矣
。
孔
子
不
爲
、
孟
子
安
得
爲
之
乎
。
(常
上
6

辯
)

仲
尼
生
靈
王
之
時
、
獪
不
去
魯
而
事
周
。
至
于
顯
王
、
則
又
微
弱
矣
。
孟
子
安

得
去
齊
而
事
周
乎
。
(常
上
5
辯
)

孟
子
不
奪
周
に
樹
す
る
余
隱
之
の
意
見
を
整
理
す
る
と
、
右
の
三
條
に
そ
の
結
論

を
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
線

上
に
お
い
て
、
隱
之
は
孟
子
の
勸
諸
侯
爲

天
子

の
言
行
を
、
自
読

の
孔
子
不
説
奪
周
の
二
面
性
を
あ
て
て
解
釋
し
、
こ
れ
も

孔
孟

一
致

の
通
變
之
道
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
孟
子
は
沈
同
に
約
燕
以
王
制

を
説
き
文

・
武

。
周
公
以
來
の
王
制
を
重
靦
し
て
い
る
、
從

っ
て
諸
侯
に
湯

・
武

と
な
れ
と
説

い
た
の
も
王
制
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
の
が
本
意

で
あ
り
天
下
を

取
れ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
、
孟
子
の
目
的
は
飽
く
ま
で
民
の
慘
状
を
救
う
こ
と

『誼
余

隠
之
奪
孟
辯
』

に
見
え

る
朱
子

の
孟
子
不
奪
周

へ
の
對
應

に
あ
り

「
行
仁
義
而
得
天
下
」
は
伊
尹

・
太
公

・
孔
子
の
説
く
所
に
他
な
ら
な
い
、

と
い
う
の
が
そ
の
概
略
で
あ
る
。
隱
之
に
よ
れ
ば
、
孟
子
は
湯

・
武
を
引
き
合
い

に
し
て
仁
義
を
行
え
と
説
い
た
の
で
あ
り
、
湯

・
武
の
よ
う
に
天
下
を
取
れ
と
は

国

説

い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
孟
子
の
不
奪
周
は
、
孔
子
が
現

下
の
衰
周
に
王
事
を
期
待
せ
ず
、
諸
侯
に
奪
周
を
説
か
な
か
っ
た
所
に
依
據
す
る

も
の
で
あ
り
、
勸
諸
侯
爲
天
子
の
言
説
は
、
王
制
あ
る
を
知
ら
し
め
世
に
道
を
顯幗

現
さ
せ
る
た
め
の
時
勢
に
應
じ
た
方
法
で
あ

っ
て
、
正
に
春
秋
之
旨
を
得
た
も
の

で
あ
る
、
と
隱
之
の
主
張
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

朱
子
の
孟
子
不
奪
周

へ
の
野
應

『讀
余
隱
之
奪
孟
辯
』
に
記
さ
れ
た
朱
子

の
論
評
が
、
奪
孟
を
基
本
的
立
場
と

す
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
朱
子
も
ま
た
儒
家
の

一
員
と
し
て
絶
對
的
存
在
と

し
て
の
孔
子
を
避
け
え
な
い
枠
組
み
の
中
で
物
を
言
う
の
で
あ
り
、

こ
の
點
て
は

隱
之
と
類
似
し
た
基
盤
に
立
つ
と
見
て
よ
い
て
あ
ろ
う
。
事
實
、
朱
子
も
ま
た
君

子
の
進
退

・
孟
子
の
教
育
觀
な
ど
批
剣
の
㈱
に
屬
す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
孔
子

の
事
例
に
よ
る
孟
子
の
適
切
さ
を
説
き
、
孔
孟
相
傳
の
道
を
飽
く
ま
で
正
統
と
し

述
而
不
作

の
原
則
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
隨
所
に
見
せ
て
い
る
。
但
し
、
朱
子
の

場
合
に
は
そ
れ
に
も

一
定
の
節
度
が
あ

っ
て
、
無
暗
に
孔
子
に
言
寄
せ
れ
ば
事
足

り
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
君
子
之
仕
に
關
す
る
議
論
に
七
篇
中
の
孔
子
の
語

を
引
用
し
て
證
左
と
す
る
隱
之
を

「
隱
之
所
辯
、
引
孔
子
事
爲
證
、
恐
未
然
也
」

(疑
下
3
朱
)
と
批
剣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
孟
子
辯
護
の

た
め
に
孟
子
の
誂
く
孔
子
像
を
引
き
合
い
に
す
る
こ
と
の
客
觀
性
の
缺
落
を
指
摘

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
折
衷
第

一
條

の
辯
で
隱
之
が
孟
子
の
處
し
た
時
代
の

情
況
を
読
明
し
て
趙
岐
の

『孟
子
題
辭
』
を
引
用
し
て
い
る
の
に
對

し

て
、
「
此

段
辯
孟
軻
非
賢
人
之
句
、
亦
須
引
孟
子
所
傳
之
説
。
今
只
以
趙
氏
題
辭
爲
據
、
恐

一
〇
七

し
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未
足
以
折
談
者
之
鋒
也
」
と
批
剣
し
て
い
る
の
は
、
七
篇
を
以
て
七
篇
を
解
義
す

べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も

の
て
、
朱
子

の
客
觀
主
義
を
よ
く
示
し
た
も
の
と
言
え

る
。
誹
孟
派

へ
の
朱
子
の
野
應
は
、
概

し
て
七
篇
記
識

の
事
實
に
基
づ
い
て
孟
子

の
言
行
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

っ
た
方
針
か
貫
か
れ
て
お
り
、
飽
く
ま
て

批
剣
に
對
す
る
辯
護
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
朱
子
自
身

の
孟
子
説

の
一
斑
あ
る

い
は
經
文
解
釋
の
方
法
の
表
明
と
い
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

殊
に
、
孟
子
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子

の
問
題
に
つ
い
て
の
朱
子
の
封
應
を
跡
づ

け
て
い
く
と
、
朱
子
は
余
隱
之
と

一
線

を
畫
し
た
説
明
を
行

い
、
誹
孟
の
原
點
に

鉗
峙
し
、
固
定
的
な
儒
歡
倫
理
に
拘
泥

し
遮
二
無
二
孟
子
を
否
定
し
よ
う
と
す
る

誹
孟
派
と
、
飽
く
ま
て
孔
孟

一
致
に
固
執
し
時
に
は
牽
強
附
會
も
辭
さ
ぬ
余
隱
之

と
の
水
掛
け
論
的
次
元
か
ら
睨
脚
し
て
い
る
こ
と
か
分
か
る
の
て
あ
る
。
朱
子
の

孟
子
不
奪
周
に
樹
す
る
見
解
の
第

一
の
特
徴
は
、
孔
子
奪
周

・
孟
子
不
奪
周
の
相

蓮
を
歴
史
的
事
實
と
し
て
認
め
る
こ
と
て
あ
る
。

孔
子
奪
周
、
孟
子
不
奪
周
、
如
冬
裘
夏
葛
饑
食
渇
飮
、
時
措
之
宜
異
爾
。

孔

.
孟
易
地
則
皆
然
。
李
氏
未
之
思
也
。
隱
之
以
孟
子
之
故
、
必
謂
孔
子
不
奪

周
。
又
似
諸
公
以
孔
子
之
故
、
必
謂
孟
子
不
合
不
奪
周
也
。
得
時
措
之
宜
、
則

並
行
而
不
相
悖
矣
。
(常
上
6
朱
)

第
二
點
は
歴
代
聖
賢
に

一
貫
す
る
相
傳
之

一
道
を
想
定
し
、
個
々
の
相
異
な
る
言

行

の
根
源
は
同

一
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
て
あ
る
。

雖
窮
天
地
亘
萬
世
、

而
其
心
之
所
同
然
、

若
合
節
符
。

由
是
而
出
、

宰
制
萬

物
、
酬
酢
萬
變
、

莫
非
此
心
之
妙
用
。

而
其
時
措
之
宜
、

又
不
必
同
也
、

故

堯

・
舜
與
賢
、
禹
與
子
、
湯
放
桀
、
文
王
事
殷
、
武
王
殺
受
、
孔
子
作
春
秋
以

翼
衰
周
、
孟
子
説
諸
侯
以
行
王
道
、
皆
未
嘗
同
也
。
又
何
害
其
相
傳
之

一
道
。

而
孟
子
之
所
謂
仁
義
者
、
亦
不
過
使
天
下
之
人
、
各
得
本
心
之
所
同
然
者
耳
。

(常
上
-
朱
)

一
〇
八

右

の
二
點
を
要
約
す
る
と
、
朱
子
の
論
理
構
成
か
ほ
ほ

"理

一
分
殊
"
の
主
張
な

ど
と
近
似
し
た
形
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
所
同
然
之
心

・
相
傳
之

一
道

は
個

々
の
事
象
を
超
え
た
所
の
普
遍
的
眞
理
て
あ
り
、
歴
史
の
流
れ
を
超
え
て
存

在
す
る
根
本
原
理

(大
體
)
と
讀
み
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
朱
子
に
よ
れ
ば
、

普
遍
的
眞
理
を
體
得
し
た
歴
代
の
聖
賢
は
そ
の
妙
用
に
よ
り
萬
物
萬
變
を
宰
制
酬

酢
し
、
個
々
の
置
か
れ
た
時
代
情
況
の
中
て
歴
史
的
必
然
性

に
立
脚

し

た
正
義

(時
措
之
宜
)
と
し
て
の
具
體
的
行
爲
を
履
み
行
う

の
て
あ

っ
て
、
相
傳
之

一
道

が
普
遍
な
れ
ば
こ
そ
各
時
代

の
歴
史
的
必
然
性

(理
勢
之
必
然
)
に
應
し
た
個
々

別
樣

の
道

の
實
現

の
方
途
が
行
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
て
あ
る
。
引
用

文
中

の

「孔

・
孟
易
地
則
皆
然
」
と
い
う
語
は
離
婁
下
第
二
十
九

・
三
十

一
章

の

孟
子

の
語

「禹

・
稷

・
顏
子
易
地
則
皆
然
」
「
曾
子

・
子
思
易
地
則
皆

然
」

を
應

用
し
た
も
の
て
、
時
措
之
宜
と
い
う
歴
史
批
到
を
要
件
と
し
て
孟
子
の
言
行
を
孟

子

の
語
に
よ

っ
て
説
明
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
て
き
る
。
朱
子
は

「
李
氏
罪
孟

子
勸
諸
侯
爲
天
子
、
正
爲
不
知
時
措
之
宜
。
隱
之
之
辯
巳
得
之
、
但
少
發
明
時
措

之
意
」
(常
上
2
朱
)
「
隱
之
只
以
衰
微
二
字
、

斷
周
之
不
可
事
、

正
在
李
氏
詆
罵

中
」
(常
上
5
朱
)
と
述

へ
、
誹
孟
派
の
基
本
的
過
誤
と
し
て
固
定
的
儒
教
論
理
に

膠
着
し
て
歴
史
的
背
景

(事
實
)
と
時
措
之
宜

へ
の
考
慮
を
缺
く
點
を
指
摘
す
る

と
と
も
に
隱
之

の
孟
子
辯
護

の
方
法
を
も
批
剣
し

て

い
る
。
「孔
子
之
道
、
君
君

臣
臣
也
」
と
い
う
命
題

の
も
と
で
、
文
王
の
事
殷
を
至
上
と
し
湯

・
武
の
放
伐
を

次
善

の
策
と
見
做
す
誹
孟
派

の
見
解
に
樹
し
て
、
朱
子
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
爲
は
そ

れ
ぞ
れ
の
時
措
之
宜
に
お
い
て
必
然
か
つ
至
善
て
あ
る
と
反
論
し
、
誹
孟
派
か
こ

と
さ
ら
賞
揚
す
る
五
霸

の
奪
周
も
理
勢
之
必
然
に
よ

っ
て
そ
う
せ
さ
る
を
え
な
か

㈲

っ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
と
斷
じ
て
い
る
。
殊
に
王
朝
末
期

の
類
似
性
か
ら
、
文

王
の
臣
節
を
規
範
と
す
る
李
覯
に
獨

し

て
は
、
「孟
子
之
時
、
有
信
行
王
道
者
、

必
有
天
下
。
其
勢
與
文
王
不
同
。
非
謂
文
王
計
欲
取
紂
而
不
能
也
」
(常
下
9
朱
)



と
逋
べ
、
李
覯
の
歴
史
批
剣
の
缺
落
を

「孟
子
之
時
、
行
王
道
者
必
有
天
下
、
其

時
措
之
不
同
、
又
不
可
執

一
而
論
」
(同
上
)
と
指
摘
し
て
い
る
。

孟
子
の
時
代
的
情
況
を

「
行
仁
義
而

天
下
歸
之
、
乃
理
勢
之
必
然
、
雖
欲
辭
之

而
不
可
得
也
」
(常
上
2
朱
)
と
位
置
づ
け
る
朱
子
は
、
孔
子
尊
周

・
孟
子
不
奪
周

の
歴
史
的
事
實
の
相
違
を
辯
證
す
る
歴
史
批
剣
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
點
は

左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

周
以
失
道
霞
微
寝
滅
。
孔
子
作
春
秋
、
雖
云
奪
周
、
然
貶
天
子
、
以
逹
王
事
、

二
百
四
十
二
年
之
間
亦
厦
書
矣
。
至
於
顯
王
之
時
、
天
下
不
知
有
周
室
。
蓋
人

心
離
、

而
天
命
改
、

久
矣
。

是
時
有

王
者
作
、

亦
不
待
滅
周
而
後
天
下
宇
于

一
。
(常
上
5
朱
)

こ
れ
は

「
孔
子
之
時
、
周
室
雖
微
、
天
下
諸
侯
尚
知
奪
周
爲
美
。
故
春
秋
之
法
、

以
奪
周
爲
本
。
至
孟
子
時
、
七
國
爭
雄
、
而
天
下
不
知
有
周
、
然
而
生
民
塗
炭
。

諸
侯
是
時
能
行
王
道
、
則
可
以
王
矣
。

蓋
王
者
天
下
義
圭
也
。
故
孟
子
所
以
勸
齊

之
可
以
王
者
此
也
」
(二
程
全
書
卷
三
十
六
、
外
書
第
八
游
氏
本
拾
遺
)
と
い
う
程
伊
川

の
語
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
伊
川
に
は

「孔
子
之
時
、
諸
侯
甚
強

大
、
然
皆
周
所
封
建
也
。
周
之
典
禮
、
雖
甚
廢
壊
、
然
未
混
絶
也
。
故
齊
晉
之
霸
、

非
挾
尊
王
之
義
、
則
不
能
自
立
。
至
孟
子
時
、
則
異
矣
。
天
下
之
大
國
七
、
非
周

所
命
者
四
、
先
王
之
政
絶
而
澤
渇
矣
。
夫
王
者
天
下
之
義
主
也
。
民
以
爲
王
、
則

謂
之
天
王
天
子
。
民
不
以
爲
王
、
則
獨
夫
而
巳
矣
。
二
周
之
君
、
雖
無
大
悪
見
絶

於
天
下
、
然
獨
夫
也
。
故
孟
子
勉
齊
梁
以
王
者
、
與
孔
子
之
所
以
告
諸
侯
不
同
。

君
子
之
救
世
、
時
行
而
巳
矣
」
(
二
程
全
書
卷
二
十
三
、
遺
書
伊
川
先
生
語
第
七
下
)
と

い
う
言
葉
が
あ
り
、
孔
子
奪
周

・
孟
子

不
奪
周

の
事
實
と
し
て
の
相
違
を
歴
史
的

情
況
の
批
剣
を
通
じ
て
説
明
し
、
孟
子
勸
諸
侯
爲
天
子
の
歴
史
上
の
意
義
を
前
向

き
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
或
謂
、

孔
子
奪
周
、

孟
子
欲
齊
王
行
王

政
、
何
也
。
先
生
日
、
譬
如

一
樹
有
可
栽
培
之
理
、
則
栽
培
之
、
不
然
須
別
種
。

『
誼
余
隠
之
奪
孟
辯
』

に
見
え

る
朱
子

の
孟
子
不
奪
周

へ
の
對
應

賢
聖
何
之
心
、
鯢
天
命
之
改
與
未
改
爾
」
(
二
程
全
書
卷
三
+
六
、
外
書
)
と
い
う
指

摘
か
ら
、
伊
川
は
結
果
論
的
な
が
ら
も
天
命
の
改

・
未
改
に
依
據
し
て
、
孔
孟
相

異
な
る
言
行
を
同
格
樹
等
に
扱

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

伊
川
の
言
説
に
朱
子
が
依
撮
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
十
分
可
能
て
あ
ろ
う
。
朱

子
が

「
天
下
不
知
有
周
室
。
蓋
人
心
離
而
天
命
改
、
久
矣
」
と
述
べ
る
の
は
、
離

婁
上
第
九
章
の
「
桀

・
紂
之
失
天
下
也
、
失
其
民
也
。
失
其
民
者
、
失
其
心
也
」
と

い
う
考
、兄
を
適
用
し
た
も
の
て
あ
る
が
、
伊
川
か
封
建
制
の
崩
壞
過
程
に
注
目
し

た
の
に
加
え
て
、
孟
子
の
民
本
圭
義
に
根
さ
し
た
天
命

の
所
在
を
問
題
と
し

「
順

天
者
存
、
逆
天
者
亡
」
(離
婁
上
第
七
章
)
の
歴
史
原
理

を
あ
て
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
伊
川

・
朱
子
と
も
に
孟
子
の
勸
諸
侯
爲
天
子
の
言
行
を
そ
の
ま
ま
歴
史
的

事
實
と
し
て
規
定

す

る
が
、

こ
れ

は

「
夫
天
未
欲
罕
治
天
下
也
。
如
欲
罕
治
天

下
、
當
今
之
世
舍
我
其
誰
也
」
(公
孫
丑
下
第
+
三
章
)
と

い
う
孟
子
の
自
負
心
を

も
裏
付
け
と
す
る
も
の
て
あ
ろ
う
。
天
子
は
天
の
命
を
受
け
て
君
臨
し
民
を
治
め

る
も
の
て
あ
り
、
天
子
が
そ
の
職
責
を
果
し
え
な
け
れ
ば
天
は
こ
れ
を
廢
し
て
他

に
代
え
る
、
天
命

の
興
廢
は
民
心
の
向
背
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
て
き
る
と
い
う

孟
子
の
天
命
思
想
か
ら
す
れ
は
、
孟
子
自
身

の
語
に
天
命
已
改
の
前
提
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
り
、
伊
川

・
朱
子
の
觀
點
が
七
篇
所
載
の
記
事
に
立
脚
し
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四

朱
子

の
孟
子
辯
護

の
特
質
と
經

・
槽
と
の
關
蓮

朱
子
が
周
室
に
獨
す
る
孔
孟
相
違
の
要
因
と
し
て
擧
げ
る
時
措
之
宜
と
い
う
語

は
、
中
庸
章
句
第
二
十
五
章
に
見
え
る
。
朱
子
四
十
四
歳
の
語
録
に

「
問
、
時
措

之
宜
是
顔

・
稷
閉
戸
纓
冠
之
義
否
。
日
、
亦
有
此
意
。
須
是
仁
知
具
内
外
合
、
然

有
箇
時
措
之
宜
。
又
云
、
如
亭
康
無
事
時
是

一
般
處
置
、
倉
卒
緩
急
時
又
有

一
樣

處
置
」
(朱
子
語
類
卷
六
十
四
、
廖
徳
明
録
)
と
あ
り
、
朱
子
が
孟
子
の

『
易
地
則
皆

一
〇
九



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
三
集

然
」
の
解
釋
を
中
庸
に
結
ひ
つ
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
三
十
九
歳
に

『
程
氏

遣
書
』
を
編
次
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

朱

子

の
こ

の
語
録
が
伊
川
の

「
時
措
之

宜
、
言
隨
時
之
義
。
若
溥
博
淵
泉
而
時
出
之
」
(
二
程
全
書
卷
+
九
、
遺
書
伊
川
先
生

語
第
四
)
を
念
頭
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

こ
と

は
十
分
考
え
ら
れ
、
禹

・
稷

・
顔

子

・
曾
子

・
子
思
の
別
個
の
所
爲
が
固
有
す
る
必
然
性
の
説
明
に
、
朱
子
は
伊
川

の
定
義
を
使
用
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『讀
余
隱
之
奪
孟
辯
』
の
中
て
朱
子

が
読
く
時
措
之
宜
の
概
念
は
、
中
庸
章
句

經
文
中
の
語
句
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て

い
る
と
い
う
よ
り
も
、
中
庸
を
解
設
し
た

伊
川
の
語
を
典
據
と
し
た
も
の
と
見

る

べ
き

で
、

伊
川
の
歴
史
批
剣
と

「時
措

之
宜
、
言
隨
時
之
義
」
と
い
う
定
義
を
二
本

の
桂
と
し
て
、
朱
子
の
不
奪
周
勸
諸

侯
爲
天
子
に
關
す
る
孟
子
辯
護
の
論
理
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
分
析
さ
れ
る
。
但

し
、
伊
川
の
場
合
、
孔
孟
相
違
を
歴
史
的
事
實
と
し
て
認
定
す
る
發
言
は
、
主
と

し
て
古
代
封
建
制

の
崩
壊
と
い
う
時
代

の
趨
勢
と
結
果
諭
的
な
天
命
の
有
無
と
に

依
據
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
朱
子
は
こ
れ
に
理
勢
之
必
然

な

る
法
則
性

を
加
味

し
、
歴
史

の
展
開
に
人
知
人
力
を
超
え

た
客
觀
的
原
理

の
存
在
を
設
定
し
て
、
そ

こ
か
ら
個

々
人

の
所
爲
所
業

の
意
義
を
規
定
す
る
と
い
っ
た
方
法
を
と
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
朱
子

の
論
理
は
、
離
婁
下
第
二
十
九

・
三
十

一
章
の
集
注
の
構

成
を
見
る
と
よ
り

一
層
明
ら
か
に
な
る
。

も

も

も

マ

カ

も

此
章
言
、
聖
賢
心
無
不
同
、
事
則
所
遭
或
異
。
然
處
之
各
當
其
理
。
是
乃
所
以

爲
同
也
。
尹
氏
日
、
當
其
可
之
謂
時
。
前
聖
後
聖
、
其
心

一
也
。
故
所
遇
皆
盡

善
。
(離
婁
下
第
二
十
九
章
、
集
注
)

尹
氏
日
、
或
遠
害
或
死
難
、
其
事
不
同
者
、
所
處
之
地
不
同
也
。
故
易
地
則
皆

能
爲
之
。
孔
氏
日
、
古
聖
賢
言
行
不
同
、
事
業
亦
異
。
而
其
道
未
始
不
同
也
。

(離
婁
下
第
三
十

一
章
、
集
注
)

集
注

の
原
則
か
ら
先
儒
前
輩

の
言
説
を
積
み
重
ね
客
觀
的
眞
相
を
造
形
す
る
と
い

一

一
〇

う
限
定
を
受
け
さ
る
を
え

な

い
が
、
「處
之
各
當
其
理
」
の

一
節

は
隨
時
之
義

(時
措
之
宜
)
と
讀
み
換
え
ら
れ
、
第
三
十

一
章
所
引
の
孔
文
仲
の
語
は
、
大
略
朱

子
の
周
室
に
獨
す
る
孔
孟
相
違

の
主
旨
に
浴

っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
こ
の
よ
う

な
集
注
の
構
成
と
伊
川
所
読

の
發
展
應
用
に
よ
る
朱
子
の
主
張
と
を
あ
わ
せ
見
る

な
ら
ば
、
朱
子
が
孔
子
辱
周

・
孟
子
不
奪
周
の
問
題
を
時
代
の
趨
勢
と
い
う
歴
史

的
事
象
の
次
元
か
ら
理

・
義
に
關
わ
る
哲
學
的
段
階

へ
と
お
し
あ
げ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
の
て
あ
る
。

余
隱
之

の
場
合
、
孟
子
の
不
尊
周
は
孔
子
に
倣
う
も
の
て
あ
り
、
勸
諸
侯
爲
天

子
の
言
行
の
眞
意
は
、
戰
國
亂
世
に
王
制
あ
る
を
知
ら
し
め
、
道
を
顯
現
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
と
す
る
も
の
て
あ

っ
た
。
隱
之
は
孟
子
の
言
行
を

「
識
通
變
之
道
、

逹
時
措
之
宜
、
不
肯
枉
尺
直
尋
」
(常
下
8
辯
)
と
評
し
、
湯

・
武
を
引
き
合
い
に

し
た
勸
諸
侯
爲
天
子
に
關
わ
る
言
行
を
通
變
之
道
と
し
て
の
權
の

一
斑
と
見
て
い

る
が
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で
も
孔
孟

一
致

の
大
前
提
か
ら
基
本
的
に
周
室
無
視

(王

朝
顛
覆
)
の
意

な
ど
孟
子
に
は
存
在
し
え
な
い
と
見
込
ん
た
結
果

に
他
な

ら
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
朱

子

の
門

人
陳
北
溪
か

「
構
只
是
時
措
之
宜
」
(性
理
字
義
下

卷
、
經
構
)
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
子
も
ま
た
何
ら
か
の
形
で
權
と
の

關
蓮
に
よ
っ
て
孟
子
不
奪
周
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
點
が
あ
る
。
前
述
の
北
溪

の
定
義
が
朱
子
の
言
説
に
根
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
論
語
子
罕
篇
第
二
十
九
章

の
集
注
に

「可
與
立
、
未
可
與
權
」

の
解
義
と

し
て

「楊
氏
日
、
知
爲
己
則
可
與
共
學
矣
。
學
足
以
明
善
、
然
後
可
與
適
道
。
信

道
篤
、
然
後
可
與
立
。
知
時
措
之
宜
、
然
後
可
與
權
」
と
い
う
語
を
あ
て
て
い
る

こ
と
や
、
北
溪
と
同
時
代
の
門
人
の
記
録
し
た
語
録
に
時
措
之
宜
と
權
と
の
表
裏

働

一
體

の
關
係
を
指
摘
し
た
も
の
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

『讀
余
隱
之
奪
孟
辯
』
に
お
け
る
記
載
の
實
際
か
ら
す
れ
ば
、
朱
子
は
孟
子
不
奪

周
勸
諸
侯
爲
天
子
に
關
す
る
限
り
、

一
貫
し
て
時
措
之
宜
を
叙
し
て
權
に
言
及
せ



ず
、
む
し
ろ
經

・
権

の
問
題
と
は
別
な
觀
點
か
ら
論
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
得

さ
れ
る
。
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
に
つ
い
て
の
孟
子
の
言
行
は
少
な
く
と
も
逋
變

の
便
法
で
は
な
い
と
い
う
の
が
朱
子
の
基
本
的
考
え
方
で
あ
ろ
う

と
思

わ
れ

る

が
、
こ
れ
は
離
婁
上
第
十
七
章

(淳
于
髭
日
男
女
授
受
不
親
章
)
て
、
孟
子

の
口
か

ら
危
急
存
亡
の
時
に
は
經
に
反
し
槽
を
行
う
必
要
を
引
き
出
し
た
淳
于
髭
が

「今

天
下
溺
矣
。
夫
子
之
不
援
、
何
也
」
と
き
り
か
え
し
た
の
に
封
し
、
孟
子
が

「
天

下
溺
、
援
之
以
道
。
嫂
溺
、
援
之
以
手
。
子
欲
手
援
天
下
乎
」
と
反
論
し
、
自
ら

の
理
想
の
實
現
が
櫨
道
な
ど
に
よ
る
べ
き
も
な
い
と
斷
じ
て
い
る
點
を
踏
ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
孟
子
の
構

道

の
主

張

は
離
婁
下
第
十

一
章
、
萬
章
上
第
二

章
、
盡
心
上
第
二
十
六
章
な
ど
に
見
え
る
が
、
大
略
日
常
的

に
不
可
缺
な
工
夫
と

し
て
の
櫨

の
必
要
を
説
く
も
の
で
、
治
國
夲
天
下
の
問
題
と
は
規
模
が
異
な

っ
て

い
る
。
從

っ
て
、
七
篇

の
記
述
に
據
る
な
ら
ば
、
梅

の
概
念

で
勸
諸
侯
爲
天
子

の

言
行
を
括
る
こ
と
は
あ
ま
り
適
當
て
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
て
あ
る
。
朱

子
が
孟
子

の
言
行

の
意
義
付
け
に
權
の
概
念
の
使
用
を
避
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
隱
之
と

一
線
を
晝
す
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
天
命

の
改

・
未
改
に
依
據
し
て
、

相
異
な
る
孔
孟

の
言
行
を
同
格
獨
等
に
扱
お
う
と
す
る
意
圖
に
よ
る
所
が
少
な
く

な
い
。

こ
の
場
合
、
假
り
に
孟
子
の
言
行
を
戰
國
亂
世
の
ゆ
え
の
槽
道

の
一
斑
と

規
定
す
れ
ば
、
對
立
概
念
と
し
て
の
經
が
問
わ
れ
、

い
き
お
い
誹
孟

・
奪
孟
兩
派

の
水
掛
け
論
的
次
元
に
立
た
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
孟
子
七
篇
の
觀
照
と

批
剣

の
普
遍
性
を
缺
く
結
果
に
陷
ら
さ
る
を
え
な
く
な
る
て
あ
ろ
う
。
朱
子
六
十

八
歳

の
語
録
に

「經
是
萬
世
常
行
之
道
。
槽
是
不
得
巳
而
用
之
、
須
是
合
義
也
。

如
湯
放
桀
武
王
伐
紂
伊
尹
放
太
甲
、
此
是
梅
也
。
若
日
日
時
時
用
之
則
成
甚
世
界

了
」
(朱
子
語
類
卷
三
十
二
、
曾
租
道
録
)

と
い
う

の
が
あ

る
が
、
「
二
周
之
君
、
雖

無
大
悪
見
絶
於
天
下
、
然
獨
夫
也
」
(前
出
)
と
い
う
伊
川

の
剣

斷

を
踏

襲
す

れ

ば
、
孟
子
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
の
合
義
性
は

「武
王
伐
紂
」

の
脈
絡
上
に
位
置

『
髏
余
隠
之
奪
孟
辯
』

に
見
え
る
朱
子
の
孟
子
不
奪

周

へ
の
對
應

付
け
ら
れ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
、
實
際
上
は
經

・
權
に
關
す
る
朱

子
の
語
録
中
に
、
孟
子
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
を
權
に
あ
て
は
め
た
見
解
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
伊
川
の
歴
史
批
到
を
繼
承
す
る
朱
子
は
、
孟
子
の
背
負
う

歴
史
的
情
況
を
、
い
ま
ま
さ
に
道
理
か
窮
ま
り
閉
塞
せ
ん
と
す
る
状
態
と
し
て
よ

り
も
、
道
理
が
氈
に
久
し
く
膠
着
し
續
け
道
の
閉
塞
が
日
常
化
し
た
状
態
と
し
て

見

て
い
る
の
て
あ

っ
て
、
天
命
は
既
に
改
ま
っ
て
い
る
も
の
の
新
た
に
命
を
受
け

た
天
子
は
未
だ
出
現
し
て
い
な
い
と
い
う
空
白
の
時
代

に
お
け

る
孟
子
の
言
行

を
、
理
勢
之
必
然
に
則
る
も

の
と
す
る
朱
子
の
靦
點
か
ら
す
れ
ば
、
經

・
權
の
枠

外
に
孟
子
を
位
置
付
け
湯

・
武

・
伊
尹
と
は
別
な
扱
い
を
し
て
い
る
の
も
、
前
述

の
七
篇

の
記
識
以
外
に
ゆ
え
な
し
と
せ
ぬ
所
と
思
わ
れ
る
。

朱
子
は
孟
子
不
奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
の
眞
相
究
明
に
際
し
、

一
貫
し
て
時
措
之

宜
に
よ
る
読
明
を
行

っ
て
い
る
が
、
宣
は
義
で
あ
り
時
措
之
宣
は
隨
時
之
義
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
經

・
櫨
を
總
括
す
る
概
念
て
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
隨
時
之

義
を
伊
川
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

禮
孰
爲
大
。
時
爲
大
。

亦
須
隨
時
。

當
隨
則
隨
、

當
治
則
治
、

當
其
時
作
其

事
、
便
是
能
随
時
。
隨
時
之
義
、
大
矣
哉
。
尋
常
人
言
随
時
、
爲
且
和
同
。
只

是
流
狗
耳
。
不
可
謂
和
。
和
則
巳
是
和
於
義
、
故
學
者
之
患
、
在
不
能
識
時
時

出
之
。
亦
須
有
溥
博
淵
泉
方
能

出
之
。
(
二
程
全
書
卷
十
六
、
遺
書
伊
川
先
生
語
第

こ

伊
川
の
意
見
を
要
約
す
れ
ば
、
隨
時
之
義
と
は
然
る
べ
き
時
に
然
る
べ
き
こ
と
を

行
う
こ
と
て
あ
る
。
こ
れ
に

「
狗
流
俗
非
隨
時
、
知
事
可
正
、
嚴
毅
獨
立
、
乃
是

隨
時
也
」
(同
上
)
の
語
を
補
え
ば
、
更
に
隨
時
之
義
の
相
違
に
よ
る
孔
孟
の
個
別

性
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、
孔
子
奪
周

・
孟
子
不
奪
周
の
蓮
い
を
嚴
然
た
る
事
實
と
し

て
同
格
鉗
等
に
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
確
定
す
る
上
で
の
基
盤
と
な

っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
經

・
梅
に
つ
い
て
附
言
す
れ
ば
、
伊
川
は
經
即
槻
の
定
義

の

一

一

一



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
三
集

も
と
に
、
獨
自

の

"權

の
思
想
"
を
展
開
し
て
い
る
が
、
朱
子
は
經
を
即
構
と
速

斷
す
る
こ
と
に
は
や
や
批
剣
的
で
あ

っ
た
と
見
え
、
次

の
よ
う
な
語
録
が
殘

っ
て

い
る
。
問
、
經

・
權
不
同
、
而
程
子
云
經
郎
權
也
。
日
、
固
是
不
同
、
經
是
萬
世
常
行

之
道
、
權
是
不
得
已
而
用
之
、
大
麋

不
可
用
時
多
。
又
日
、
權
是
時
中
、
不
中

則
無
以
爲
權
矣
。
(朱
子
語
類
卷
三
+
ご
、
林
賜
録
)

朱
子
語
類
卷
三
十
二
は
論
語

の
解
義
に
關
す
る
語
録
を
集
め
た
部
分
て
、
右
の
語

録
は

「
可
與
共
學
章
」
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。
朱
子
の
經

・
槽
に
關
す
る
語
録
の

大
孚
は
こ
こ
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
川
の
經
即
椹
を
意
識

し

た
も

の
か
多

い
。
朱
子
の
經

・
權
に
關
す
る
語
録
を
見
て
い
く
と
、
大
旨
次
の
よ
う
な
語
に
朱

子
の
意
見
を
要
約
て
き
る
。

經
畢
竟
是
常
、
構
畢
竟
是
變
。
又
間
、
某
欲
以
義
字
言
權
、
如
何
。
日
、
義
者

宣
也
。
槽
固
是
宜
、
經
獨
不
宜
乎
。
(林
壯
租
録
)

經
者
道
之
常
也
。
梅
者
道
之
變
也
。
道
是
箇
統
體
貫
乎
經
與
權
。
(呂
壽
録
)

目
、
義
可
以
總
括
得
經

・
權
。
不
可
將
來
獨
權
。
義
當
守
經
則
守
經
、
義
當
用

權
則
用
槿
。
所
以
謂
義
可
以
總
括
得
經

・
樒
。
(林
恪
録
)

朱
子
に
よ
れ
ば
、
義
は
經
と
椹
と
を
兼
ね
る
概
念
で
あ
り
、
相
對
す
る
經
も
權
も

義
を
具
現
す
る

一
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
在
物
爲
理
、

處
物
爲
義
、

體

用
之
謂
也
」
(告
子
上
第
十
四
章
、
集
注
)
と
い
う
定
義
よ
り
す
れ
ほ
、
理
勢
之
必
然

と
時
措
之
宜

(隨
時
之
義
)
は
體
用
關
係
で
あ
り
、
時
措
之
宜
は
經

・
権
を
總
括
す

る
も
の
と
言
う
こ
と
か
て
き
る
。
右
の
語
録
は
朱
子
が
六
十
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で

の
晩
年
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
著
述
年
代
を
俄
か
に
確
定
て
き
な
い

『讀
余
隱
之

奪
孟
辯
』
の
論
理
展
開
に
直
截
的
に
あ
て
は
め
る
こ
と
に
は
愼
重
を
要
す
る
が
、

少
な
く
と
も
朱
子
は
、
經

・
權
を
超
え
た
所

の
義

(理
)

の
問
題
と
し
て
孟
子
不

奪
周
勸
諸
侯
爲
天
子
を
取
り
扱

っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
實
で
あ
ろ
う
。

五

附

言

一

一
二

朱
子
は
朋
輩
の
張
南
軒
に
宛
て
た
書
面
に

「
愚
意
、
孟
子

一
書
最
切
於
今
日
之

用
」
(朱
子
文
集
卷
二
十
五
、
答
張
敬
夫
書
四
)
と
識
し
て

い
る
。
こ
こ
で
言
う
今
日

之
用
と
は
、
老

・
釋
の
形
而
上
的
思
辯
に
壓
さ
れ
が
ち
な
正
統
思
想
の
危
機
を
念

頭
に
し
た
も
の
て
あ
る
。
物
心
兩
面
に
お
け
る
正
統
思
想
の
復
権
こ
そ
は
洛
閾
學

派
相
傳
の
道
で
あ
り
、
四
子
書

(
四
書
)
制
定
の
根
本
的
要
因
て
あ

っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
經
書
と
し
て
の
七
篇
の
意
義
を
開
鑿
す
る
に
あ
た
っ
て
、
朱

子
は

『
孟
子
序
設
』
を
構
成
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
引
く
先
儒
前
輩

の
孟
子
説
は

道
統

・
異
端
辨
正

・
性
善

・
養
氣
の
四
つ
の
柱
立
て
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
か
分
か

る
。
殊
に
性
善

・
養
氣
に
關
し
て
は
、
朱
子
自
ら
滕
文
公
上
の
首
章

の
集

注

に

「
愚
按
、
孟
子
之
言
性
善
、
始
見
於
此
。
而
詳
具
於
告
子
之
篇
。
然
默
識
而
旁
通

之
、
則
七
篇
中
無
非
此
理
。
其
所
以
擴
前
聖
之
未
發
、
而
有
功
於
聖
人
之
門
」
と

述
べ
七
篇
貫
通
の
第

一
圭
題
と
し
て
性
善
を
規
定
し
、
公
孫
丑
上
第
二
章

の
養
氣

知
言
読
に
獨
し
て

「程
子
日
、
孟
子
此
章
、
擴
前
聖
所
未
發
。
學
者
所
宜
潛
心
而

玩
索
也
」
と
い
っ
た
高

い
評
價
を
與
え

て
お
り
、
『孟
子
序
読
』
の
構
成
と
あ

い

ま

っ
て
、
朱
子
か
仁
義

・
王
道
の
提
唱
以
上
に
、
獨
立
し
た
經
書
と
し
て
の
七
篇

の
意
義
を
こ
こ
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
朱
子
語
類
卷

一
〇
四
に
は

「某

十
數
歳
讀
孟
子
言
聖
人
與
我
同
類
者
、
喜
不
可
言
。
以
爲
聖
人
亦
易
做
、
今
方
覺

得
難
」
(包
揚
録
)
と
い
う
邇
懐
が
見
え
、
朱
子
か
早
く
か
ら
七
篇
中
の
内
面
的
な

問
題
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
朱
子
語
類
卷
十
九
の
讀

語
孟
綱
領
に
は

「
孟
子
激
人
多
言
理
義
大
體
、
孔
子
則
就
切
實
倣
工
夫
處
歡
人
」

(程
端
蒙
録
)
な
ど
經
書
と
し
て
の
論

・
孟
に
期
す
る
所
の
相
違
を
述
べ
た
甑
唄
が
收

録
さ
れ
て
お
り
、
朱
子
か
單
に
孟
子
七
篇
の
書
を
論
語

の
疏
と
し
て
把
握
し
て
い

た
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
て
あ
る
。



趙
岐
の

『
孟
子
題
辭
』
に
よ
れ
は
、
漢

の
文
帝
の
時
に
孟
子
の
書
が
論
語

・
孝

經

・
爾
雅
と
と
も
に
經
に
位
置

つ
け
ら
れ
、
博
士
が
置
か
れ
た
と
い
う
。
し
か
し

そ
の
後
は
、
五
經
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
別
格
に
扱
わ
れ
て
き
た
論
語

の
陰

に
か

く
れ
、
孟
子
七
篇
が
諸
子
の
屬
に
埋
も
れ
き
た

っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
實
で

あ
る
。
孟
子
七
篇
の
諸
子

へ
の
降
格

の
い
き
さ
つ
は
樣

々
に
推
測
さ
れ
る
が
、
少

な
く
と
も
七
篇
は
論
語

の
疏
な
る
が
ゆ

え
に
價
値
が
あ
る
と
い
う
老
え
方
は
、
中

國
思
想
獨
特
の
伺
古
主
義
の
中
で
、
同

一
同
義

の
經
典
は
複
數
を
必
要
と
し
な
い

と
い
う
結
果
に
歸
着
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
朱
子
が
經
書
と

し
て
の
七
篇
の
意
義
づ
け
に
お
い
て
仁
義

・
王
道
に
つ
い
て
豫
想
外
に
執
着

し
て

い
な
い
こ
と
と
恐
ら
く
無
關
係
で
は
あ

る
ま
い
。
『
讀
余
隱
之
奪
孟
辯
』

に
お
け

る
朱
子
の
孟
子
不
尊
周

へ
の
樹
應
を
見

て
い
く
と
、
經
書
と
し
て
の
孟
子
七
篇
の

意
義
づ
け
の
背
景
が
感
得
さ
れ
る
。
朱

子
が
隱
之
同
樣
に
孔
子
の
遣
意
と
し
て
の

仁
義

・
王
道
に
飽
く
ま
で
も
執
着
す
る
な
ら
ば
、
四
書

の

一
つ
と
し
て
の
七
篇
の

獨
立
的
意
義
が
か
す
み
、
孔
子
と
の
比
較
に
よ
る
誹
孟
の
餘
地
を
殘
す
こ
と
に
な

ろ
う
。
孔
子
奪
周

・
孟
子
不
奪
周

の
相
違
を
經

・
槽
に
よ
ら
ず
時
措
之
宜
に
よ

っ

て
説
明
し
、
名
分
論
と
い
う
經
の
レ
ヘ
ル
の
議
論
を
超
え
て
い
る
の
も
、
經
書
と

し
て
の
孟
子
七
篇
の
獨
自
性
の
闡
明
と
か
か
わ
り
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
因

み
に
、
朱
子
以
前
の
尋
孟

・
刺
孟
の
論

爭
が
經
綸

・
正
名
兩
派
の
朋
黨
問
の
角
逐

慟

を
反
映
し
た
も
の
と
い
う
觀
點
に
よ
れ
ば
、
朱
子

の
孟
子
不
奪
周

へ
の
獨
應

は
、

存
禮

・
廢
禮
の
議
論
や
舊
法

・
新
法

の
政
爭
と
い
う
形
而
下
的
な
生
臭
い
場
面
か

ら
脱
脚
し
、
哲
學
的

レ
ベ
ル
で

一
定

の
結
論
を
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
人
知
人
力
を
超
え
た
宇
宙
の
圭
宰

を
想
定
し
森
羅
萬
象
の
由
り
來
た
る
根
本

原
理
を
重
観
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
孟
子
に
も
劣
ら
な
い
朱
子
の
眞
面
目
で
あ

っ

て
、
壬
午
應
詔
封
事

・
戊
申
封
事
な
ど
に
見
え
る
實
際
的
政
治
方
面
の
朱
子
の
理

念

の
う
ち
に
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
單
に
朋
黨
間
の
爭

『
瞶
余
隠
之
奪
孟
辧
』

に
見
え
る
朱
子

の
孟
子
不
奪
周

へ
の
對
應

い
を
純
粹
學
問
の
領
域
に
引
き
上
げ
昇
華
さ
せ
た
も
の
と
の
み
規
定
す
る
こ
と
は

て
き
な
い
。
朱
子
の
政
治
思
想

で
は
、
天
子
は
必
ず
し
も
唯

一
至
上
の
絶
對
者
と

は
限
ら
な
い
要
素
を
有
し
て
い
る
が
、
『
讀
余
隱
之
尊
孟
辯
』
に
お
け
る

孟
子
不

奪
周

へ
の
朱
子
の
野
應
は
、
前
述
し
た
經
書
と
し
て
の
七
篇
の
意
義
の
開
鑿
の
他

に
朱
子
自
身
の
政
治
理
念
を
反
映
し
た
も

の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

注
ω

『奪
孟
辯
』
の
書
誌
學
的
な
問
題
は
市
川
安
司
博
士
の

『朱
子
文
集
に
見
え
る
李

覯
の
常
語
に
つ
い
て
』
(東
京
支
那
學
報
第

一
號
)
に
詳
ら
か
て
あ
る
。
余
隱
之
に

っ
い
て
朱
彜
尊
の

『經
義
考
』
は
晁
読
之
の

『甑
孟
』
と
沈
括
の

『孟
子
解
』
と
の

間
に

『尊
孟
辯
』
を
録
し
北
宋
時
代
の
學
者
と
見
て
い
る
が
、
『四
庫
全
書
總
目
提

要
』
は
朱
子
と
同
時
代
人
と
し
て
考
證
し
て
い
る
。
『讀
余
隱
之
奪
孟
辯
』
の
全
體

的
印
象
か
ら
南
宋
の
人
物
の
よ
う
に
見
う
け
る
が
俄
に
斷
ず
る
資
料
に
乏
し
い
。
少

な
く
と
も
、
"辯
"
に
引
用
す
る
論

・
孟
の
解
釋
か
ら
は
二
程
の
門
流
に
屬
す
る
よ

り
は
漢

・
唐
の
訓
詁
學
の
系
統
に
屬
す
る
人
物
と
思
わ
れ
る
。

②

司
馬
光
は
各
論
的
に
孔
子
之
道
と
孟
子
の
言
行
と
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
が
、
李
覯

は
む
し
ろ
總
論
的
に
孟
子
不
尊
周
を
扱
い
、
孔
孟
之
道
と
い
う
概
念
自
體
を
否
定
す

る
所
に
力
點
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
鄭
厚
の
場
合
は
一
貫
し
て
孟
軻
と
呼
び
捨
て
に

し
.
叙
述
の
上
て
も
一
介
の
辯
士
と
し
て
扱
う
よ
う
配
慮
し
て
い
る
が
、
誹
孟
を
急

ぐ
あ
ま
り
に
論
理
の
展
開
が
稚
拙
か
つ
敏
條
的
て
あ
る
。

③

(孟
子
)
固
知
有
周
室
矣
。
天
之
所
廢
、
必
若
桀

・
紂
。
周
室
其
爲
桀
・
紂
乎
。

盛
之
有
衰
、
若
循
環
然
。
聖
王
之
後
、
不
能
無
昏
亂
、
爾
頼
臣
子
扶
救
之
爾
。
天
下

之
地
、
方
百
里
者
有
幾
、
家
家
可
以
行
仁
義
、
人
人
可
以
湯

・
武
、
則
六
尺
之
孤
、

可
託
者
誰
乎
。
孟
子
自
以
爲
好
仁
、
吾
知
其
不
仁
甚
矣
。
(
常
下
8
)

ω

(孟
軻
之
時
)
周
徳
之
不
競
、
亦
已
甚
矣
。
然
其
虚
位
、
獪
拱
而
存
也
。
使
當
時

有
能
唱
威
文
之
擧
、
則
文

・
武

・
成

・
康
之
業
、
庸
可
庶
幾
乎
。
(折
衷
2
)

⑤

諸
橋
轍
次
著

『儒
學
の
目
的
と
宋
儒
-
慶
暦
至
慶
元
百
六
十
年
間
1
の
活
動
』
第

三
編
第

一
章
第
二
節
參
照

一

一
三



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
三
集

㈲

誹
孟
派
の
孔
孟
相
反
に
對
す
る
余
隱
之
の
孔
孟

一
致
の
圭
張
は

「孔
子
之
於
魯

・

衞
、
始
接
之
以
禮
則
仕
、
及
不
見
悦
於
其
君
則
去
。
豈
可
謂
不
爲
禮
貌
而
仕
歟
。
爲

魯
司
寇
不
用
、
從
而
祭
燔
肉
不
至
、
不
税
冕
而
行
。
豈
可
謂
不
爲
飮
食
而
仕
歟
」(疑

下
3
辯
)
と
論
ず
る
に
及
ん
て
、
と
も
す
れ
ば
牽
強
附
會
の
感
を
拭
い
え
な
い
。
こ

れ
に
獨
し
て
朱
子
は
、
七
篇
中
の
孔
子
に
關
す
る
記
事
文
を
證
左
に
用
い
る
こ
と
の

偏
り
を
難
じ
、
司
馬
光
の
批
剣
に
は
萬
章
下
第
四
章
の
君
子
の
進
退
に
關
す
る
孟
子

の
見
解
に
獨
す
る
十
分
な
理
解
が
足
ら
な
い
と
評
し
て
い
る
。

ω

道
之
在
夫
下
、
有
正
有
變
。
堯

・
舜
之
譲
、
湯

・
武
之
伐
、
皆
變
也
。
君
有
大

過
、
貴
戚
之
卿
…反
覆
諌
而
不
聽
、
則
易
其
位
、
此
乃
宗
廟
瓧
稷
、
計
有
所
不
得
已

也
。
此
孟
子
之
言
、
亦
夫
得
春
秋
之
遺
意
歟
。
(疑
下
3
辯
)

㈲

苛
惟
説
諸
候
使
之
尊
周
、
諸
侯
不
得
自
肆
、
而
彊
者
必
生
變
。
則
是
速
其
滅
周

也
。
先
見
之
幾
、
豈
陋
儒
所
能
知
哉
。
(常
上
6
辯
)

⑨

乎
、
疑
詞
。
其
不
爲
東
周
也
、
明
矣
。
公
山
弗
擾
召
孔
子
、
孔
子
欲
往
、
遂
言
如

用
我
不
爲
東
周
、
則
設
之
以
西
周
之
王
道
也
、
必
矣
。
又
、
嘗
有
其
或
繼
周
者
之

語
、
孔
子
豈
能
必
其
周
之
祚
不
移
乎
。
(折
衷
2
辯
)

⑳

朱
子
の
場
合
、
「如
其
仁
」
を
李
覯
と
同
じ
く
孔
子
が
管
仲
を
賞
し
た
語
と
し
て

訓
む
が
、
桓
公

・
管
仲
評
價
に
關
す
る
論
・
孟
間
の
ず
れ
に
つ
い
て
は

「夫
子
言
如

其
仁
者
、
以
當
時
王
者
不
作
、
中
國
衰
夷
狄
横
。
諸
侯
之
功
未
有
如
管
仲
者
、
故
許

其
有
仁
者
之
功
。
亦
彼
善
於
此
而
已
」
(常
上
3
朱
)
と
述
べ
、
孔
子
の
語
は
飽
く

ま
て
相
對
比
較
の
上
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑪

司
馬
光
は
「
夫
以
紂
之
過
大
、
而
三
子
之
賢
、
獪
且
不
敢
易
位
也
。
況
過
不
及

紂
、
而
賢
不
及
三
子
者
乎
」
(疑
下
2
)
と
し
て
孟
子

の
貴
戚
之
卿
に
關
す
る
意
見

に
反
對
し
て
い
る
。
微
子

・
箕
子

・
比
干
の
三
賢
を
孔
子
が

「
三
仁
」
と
稱
し
て
い

る
の
は
全
稱
肯
定
て
あ
り
、
三
賢
の
紂
に
覲
す
る
所
業
こ
そ
孔
子
の
是
認
す
る
所
だ

と
い
う
の
が
司
馬
光
の
主
張
て
あ
る
が
、
隱
之
は

「
孔
子
稱
之
日
商
有
三
仁
焉
。
以

仁
許
之
者
、
疑
於
大
義
獪
有
所
闕
也
」
と
反
論
し
、
殷
の
滅
亡
に
際
し
て
三
子
が
商

祚
之
絶
を
如
何
と
も
な
し
え
な
か
っ
た
點
を
指
摘
し
て
い
る
。
隱
之
の
圭
張
は
、
孔

一

一
四

子
は
仁
を
以
て
稱
し
て
い
る
が
義
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
、
こ
れ
は
三
賢
が

義
に
關
し
て
不
充
分
て
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
も
の
て
、
孟
子
の
仁
義
を
そ
の
ま
ま

あ
て
た
無
理
な
説
明
を
し
て
い
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
朱
子
は
「
隱
之
云
三
仁
於
大

義
有
闕
、
此
恐
未
然
」
と
批
剣
的
で
あ
る
。

⑫

孟
子
説
列
國
之
君
、
使
之
行
王
政
者
、
欲
其
去
暴
虐
行
仁
義
而
救
民
於
水
火
耳
。

行
仁
義
而
得
天
下
、
雖
伊
尹

・
太
公
・
孔
子
説
其
君
、
亦
不
過
此
。
(常
上
2
辯
)

⑬

孟
子
説
梁
恵
・
齊
宣

・
梁
襄

・
滕
文
、
使
之
爲
湯

・
武
行
仁
義
、
其
心
在
於
救
民

爾
。
未
嘗
説
之
以
富
國
彊
兵
用
征
伐
而
取
天
下
也
。
(折
衷
2
辯
)

孟
子
於
列
國
、
説
之
以
行
仁
政
者
、
不
過
言
治
岐
之
事
而
已
。
説
之
使
爲
湯

・
武

者
、
不
過
以
徳
行
仁
而
已
。
設
之
以
行
王
道
者
、
不
過
乎
使
民
養
生
喪
死
無
憾
而

已
。
未
嘗
詭
之
使
伐
某
國
誅
某
人
、
開
彊
拓
土
大
統
天
下
而
爲
王
也
。
孟
子
者
眞
聖

人
之
徒
歟
。
識
通
變
之
道
、
達
時
措
之
宣
、
不
肯
枉
尺
直
尋
。
(常
下
8
辯
)

⑭

孔
子
作
春
秋
、
寓

一
王
之
法
、
正
天
下
之
名
分
、
使
亂
臣
賊
子
知
所
儷
。
孟
子
以

王
者
仁
義
之
道
説
諸
侯
、
使
之
知
有
君
臣
父
子
、
而
杜
僣
窃
簒
弑
之
繭
、
正
得
夫
春

秋
之
旨
。
(常
上
6
辯
)

⑮

齊
桓
不
得
不
奪
周
、
亦
迫
大
義
不
得
不
然
。
夫
子
筆
之
於
經
、
以
明
君
臣
之
義
於

萬
世
、
非
專
爲
美
桓
公
也
。
(常
上
7
朱
)

ま
た
、
管
仲
は
桓
公
を
天
子
に
ま
て
な
し
え
な
か
っ
た
か
ら
小
器
で
あ
る
と
す
る
隱

之
の
評
價
に
は

「隱
之
以
爲
小
其
不
能
相
桓
公
以
王
於
天
下
、
恐
未
然
。
齊
桓
之

時
、
周
徳
雖
衰
天
命
未
改
、
革
命
之
事
馬
未
可
爲
也
」
(常
上
3
朱
)
と
述
べ
、
理

勢
之
必
然
と
天
命
の
改

・
未
改
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
旨
を
読
い
て
い
る
。

⑯

誠
者
自
成
也
。
而
道
自
道
也
。
誠
者
物
之
絡
始
、
不
誠
無
物
。
是
故
君
子
誠
之
爲

貴
。
誠
者
非
自
成
己
而
已
也
。
所
以
成
物
也
。
成
己
仁
也
。
成
物
知
也
。
性
之
徳

也
。
合
外
内
之
道
也
。
故
時
措
之
宜
也
。
(中
庸
章
句
第
ご
十
五
章
經
文
)

仁
者
體
之
存
、
知
者
用
之
發
。
是
皆
吾
性
之
固
有
、
而
無
内
外
之
殊
。
既
得
於
己
、

則
見
於
事
者
、
以
時
措
之
、
而
皆
得
其
宜
也
。
(同
右
、
朱
子
注
)

αの

梅
處
是
道
理
上
面
更
有

一
重
道
理
。
這
裏
須
斟
酌
時
宜
、
便
知
箇
緩
急
深
淺
始



四
.
膕

得
。
(朱
子
藩
類
魯
玄
十
二
、
徐
寓
録
〉

櫨
者
乃
是
到
逍
地
頭
邁
理
合
當
恁
地
做
冷
故
雖
異
於
經
、
満
實
亦
經
也
。
且
如
多
月

便
合
着
綿
向
火
、
此
是
經
。
忽
然

一
日
煖
則
亦
須
使
扇
當
風
坐
、
此
便
是
権
。
(同

右
、
黄
義
剛
録
)

煎
者
は
朱
子
六
十
一
歳
、
後
者
は
六
十
四
歳
の
語
録
で
あ
る
。
な
お
、
陳
北
溪
は
朱

子
六
十
一
歳
、
七
十
歳
の
時
に
直
接
敬
え
を
受
け
て
い
る
。

、

⑱

疑
孟
上
第
六
章
と
疑
孟
下
第

一
章
は
告
子
と
の
論
爭
を
扱
い
挫
有
三
品
の
立
場
か

ら
孟
子
の
性
善
説
を
批
剣
す
る
も
の
で
、
隱
之
は
こ
れ
に
性
善

・
氣
習
爲
不
善
の
論

を
立
て
て
對
抗
し
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
朱
子
の
論
評
は

「
此
二
章
、
熹
未
甚

曉
、
恐
隱
之
之
辨
亦
有
未
明
處
」
と
い
う
に
止
ま
り
、
朱
子
自
身
の
心
性
説
を
述
ぺ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
積
極
的
に
自
観
を
述
べ
る
他
の
議
論
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
と

見
て
よ
い
。
ま
た
、
全
體
的
印
象
と
し
て
、
批
剣
對
象
と
な
っ
て
い
る
主
要
章
句
に

つ
い
て
孟
子
集
注
と
孟
子
精
義

・
孟
子
或
問
と
の
懸
隔
を
見
て
い
く
と
、
『讀
余
隱

之
奪
孟
辯
』
に
示
さ
れ
た
朱
子
の
見
解
は
よ
り
後
者
に
近
い
傾
向
を
有
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
私
は
個
人
的
か
つ
直
観
的
な
感
想
の
範
困
内
で

『讀
余

隱
之
奪
孟
辯
』
は
朱
子
の
四
十
歳
前
後
の
著
逾
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

⑲

注
⑤
參
照
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『
讃
余
隱
之
奪
孟
辯
』

に
見

え
る
朱
子

の
孟
子
不
奪

周

へ
の
對
應

一

一
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